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特 集

　札幌市白
しろ

石
いし

区の歩みを克明につづった記録誌『白石ものがたり─前史と白石150年の記録─』
（発行：白石区ふるさと会）全4分冊が、2022年1月に完成しました。B5判フルカラーで総ページ
数は約1,400ページの大冊です。制作は株式会社アイワードが担当し、2年がかりで集めた一次
史料は1,034件、史料写真は8,522点に上り、記録誌の編さん作業と並行して、これら史料の
データ化にも取り組みました。同会会長の武藤征一さんと、編集部会長を務めた山中忠典さん
から、記録誌に託した思いなどを伺いました。
（文と写真・片山健一　取材日2022年3月15日）

白石命名から150 年 
郷土の歴史を伝える
『白石ものがたり』が完成
白石区ふるさと会

一
次
史
料
に
当
た
り

丹
念
に
史
実
を
掘
り
起
こ
す

　

白
石
区
ふ
る
さ
と
会
は
、
2
0
1
8
年
の

定
期
総
会
で
、
旧
暦
の
明
治
4
年
11
月
25

日
（
新
暦
の
1
8
7
2
年
1
月
5
日
）
に
モ

チ
キ
サ
ツ
フ
が
「
白
石
村
」
と
名
付
け
ら

れ
て
か
ら
1
5
0
年
と
な
る
2
0
2
0
年
に

向
け
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
記
録
誌
の

発
行
を
企
画
し
ま
し
た
。
白
石
に
関
す
る

歴
史
書
に
は
、
白
石
村
が
作
成
し
た
『
白

石
村
史
』（
1
9
2
1
年
）、
期
成
会
組
織

が
ま
と
め
た
『
白
石
発
展
百
年
史
』

（
1
9
7
0
年
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、

集
め
ら
れ
た
史
料
の
多
く
は
二
次
史
料
や

三
次
史
料
に
相
当
す
る
も
の
で
、
正
確
性

の
担
保
が
困
難
な
記
述
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
会
は
、
白
石
区
役
所
の
移
転

に
伴
い
2
0
1
6
年
11
月
に
完
成
し
た
白

石
区
複
合
庁
舎
内
に
、
本
州
か
ら
の
移
住

が
始
ま
っ
た
明
治
初
期
か
ら
、
白
石
村
が

札
幌
市
と
合
併
し
た
1
9
5
0
年
ま
で
の

記
録
を
展
示
す
る
「
白
石
郷
土
館
」
を
開

設
し
ま
し
た
が
、
制
作
し
た
展
示
用
パ
ネ

ル
の
記
述
に
、
正
確
性
や
信
頼
性
に
欠
け

る
も
の
や
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
「
区
民
の
方
々
か
ら
寄
付
金
を
集
め
て

白
石
郷
土
館
を
開
設
し
た
の
に
、
必
ず
し

も
正
鵠
を
射
て
い
な
い
歴
史
を
伝
え
る
こ

と
に
な
る
と
気
付
い
て
か
ら
は
、
後
ろ
め

た
さ
に
悩
ん
で
き
て
お
り
ま
し
た
」
と
武

藤
さ
ん
は
打
ち
明
け
ま
す
。
何
と
か
パ
ネ

ル
を
訂
正
し
た
い
と
思
案
の
末
に
、
そ
の

た
め
に
は
確
か
な
一
次
史
料
を
集
め
る
必

要
が
あ
る
と
の
気
付
き
を
得
た
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
記
録
誌
を
編
さ
ん
す
る
際

の
、
調
査
・
取
材
に
当
た
っ
て
は
可
能
な

限
り
一
次
史
料
を
探
し
当
て
、
文
献
史
学

の
視
点
に
立
っ
て
史
料
の
価
値
を
判
定
し

て
原
稿
を
作
成
す
る
方
法
に
す
れ
ば
、
こ

の
手
法
に
準
じ
る
こ
と
で
郷
土
館
の
パ
ネ

白石区の新たな宝物になった一次史料集成を前にした武藤会長（左）と山中部会長（右）
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（
明
治
元
）
年
9
月
15
日
、
仙
台
本
藩
が

戊
辰
戦
争
に
降
伏
し
、
仙
台
藩
は
領
地
の

仙
南
と
仙
北
一
帯
が
召
し
上
げ
と
な
る
中

で
、
62
万
石
が
28
万
石
に
、
同
年
10
月
9

日
、
片
倉
氏
は
白し
ら

河か
わ

口ぐ
ち

総そ
う

督と
く

府ふ

へ
白
石
城

を
明
け
渡
し
、
そ
の
後
に
全
領
地
と
城
下

武
家
屋
敷
の
召
し
上
げ
を
受
け
て
玄
米
55

石
の
収
入
へ
と
没
落
し
て
い
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
後
開
拓
使
貫か
ん

属ぞ
く

と
な
っ
た
片
倉
家

の
元
家
臣
た
ち
と
そ
の
家
族
は
、
北
海
道

へ
移
り
、
到
着
後
、
二
手
に
分
か
れ
て
の

入
植
、
つ
ま
り
、
そ
の
一
団
が
月
寒
村
の

外
れ
の
豊
平
川
右
岸
「
モ
チ
キ
サ
ツ
フ
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
一
帯
に
仮
小
屋
を
並
べ
造

り
ま
し
た
。
岩
村
通
俊
開
拓
使
判
官
は
、

こ
の
地
を
「
白
石
村
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

発
展
の
歩
み
を
克
明
に

　
「
白
石
村
は
農
業
本
位
」
と
言
わ
れ
た

ほ
ど
、
札
幌
近
郊
有
数
の
コ
メ
の
産
地
と

な
る
ま
で
の
記
録
や
、
現
在
の
国
道
12
号

に
当
た
る
道
路
の
整
備
を
軸
に
し
た
地
域

づ
く
り
、
白
石
発
展
の
も
う
一
つ
の
礎
と

な
っ
た
鉄
道
に
つ
い
て
も
詳
し
く
記
し
て

い
ま
す
。
戦
時
下
や
終
戦
直
後
の
白
石
村

の
様
子
も
、
一
次
史
料
と
し
て
の
文
献
や

写
真
、
証
言
記
録
を
交
え
、
紙
幅
を
割
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
5
年
後
の
1
9
5
0
年
7
月

1
日
に
白
石
村
は
札
幌
市
と
合
併
し
ま
し

た
。
当
時
は
単
独
で
町
制
に
移
行
す
る

ル
も
修
正
で
き
る
と
武
藤
さ
ん
は
考
え
ま

し
た
。

　

史
料
収
集
は
、
国
立
公
文
書
館
、
北
海

道
立
文
書
館
、
札
幌
市
公
文
書
館
な
ど
に

保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
を
調
べ
る
と
と
も

に
、
宮
城
県
白
石
市
や
札
幌
市
白
石
区
役

所
な
ど
の
関
係
機
関
に
も
協
力
を
仰
ぐ
必

要
も
あ
っ
て
、
膨
大
な
手
間
と
時
間
が
掛

か
る
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

編
さ
ん
作
業
は
長
丁
場
と
な
る
こ
と
を

想
定
し
、
要
と
な
る
編
集
部
会
長
は
「
連

合
町
内
会
長
や
編
集
部
会
の
メ
ン
バ
ー
の

合
意
形
成
を
円
滑
に
取
り
ま
と
め
る
力
に

た
け
て
お
り
、
区
役
所
な
ど
と
の
折
衝
も

こ
な
し
て
い
た
だ
け
る
人
物
」（
武
藤
会
長
）

と
し
て
、
山
中
さ
ん
に
依
頼
し
ま
し
た
。

『
白
石
も
の
が
た
り
1

  

そ
の
歴
史
と
前
史
』は 

一
次
史
料
に
語
ら
せ
る
記
述
形
式

　
『
白
石
も
の
が
た
り
1　

そ
の
歴
史
と
前

史
』
は
、
白
石
村
命
名
ま
で
の
経
緯
や
村

づ
く
り
、
戦
中
戦
後
の
ま
ち
の
様
子
、
札

幌
市
と
の
合
併
、
1
9
7
2
年
に
政
令
指

定
都
市
と
な
り
白
石
区
が
誕
生
す
る
ま
で

の
歩
み
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
想
像
や
感
想
を
可
能

な
限
り
排
除
し
、
一
次
史
料
に
基
づ
く
こ

と
を
基
調
と
し
て
詳
述
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
札
幌
郡
に
白
石
村
が
誕
生
し
た

い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
1
8
6
8
年

案
、
札
幌
市
と
村
の
一
部
だ
け
を
合
併
す

る
案
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
議
論
の

経
過
な
ど
を
詳
し
く
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
編
入
後
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
に
よ
っ
て
白
石
の
農
地
が
ど
ん
ど

ん
宅
地
化
さ
れ
、
昭
和
30
年
代
に
起
こ
っ

た
市
営
住
宅
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
や
団
地
開

発
が
加
速
し
て
い
っ
た
過
程
を
記
録
誌
は

記
し
て
い
ま
す
。

　

白
石
村
命
名
の
は
る
か
前
の
旧
石
器
時

代
か
ら
当
地
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
ぶ
り

を
可
能
な
限
り
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
考

古
学
の
視
点
で
書
き
下
ろ
し
た
「
一
万
年

以
上
続
い
て
き
た
札
幌
と
東
北
地
方
と
の

交
流
と
移
住
」
と
い
う
巻
末
解
説
を
詳
し

く
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
9
年

制
定
の
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
趣
旨
な
ど
を
踏

ま
え
、
公
益
財
団
法
人
ア
イ
ヌ
民
族
文
化

財
団
が
発
行
し
た
中
学
生
用
の
社
会
科
副

読
本
『
ア
イ
ヌ
民
族
：
歴
史
と
現
在
─
未

来
を
共
に
生
き
る
た
め
に
─
』
を
合
本
す

る
と
と
も
に
、
札
幌
ア
イ
ヌ
協
会
に
よ
る

寄
稿
文
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
市
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
委
員
会
委
員

長
の
松
久
三
四
彦
北
海
道
大
学
名
誉
教
授

は
、『
白
石
も
の
が
た
り
』
に
つ
い
て

「
質
に
お
い
て
こ
れ
だ
け
深
く
、
量
に
お

い
て
こ
れ
ほ
ど
大
き
く
、
一
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
郷
土
史
を
ま
と
め
た
も
の
は
、

知
り
ま
せ
ん
」
と
同
時
に
、「
北
海
道
の

完成した
『札幌市白石区
一次史料集成』
A4 判　4,800 ページ

および発行した

1 その歴史と前史 B5判　720ページ

2 目で見る歴史と年表 B5判　304ページ

3 ひと・まち・くらし B5判　256ページ

4 諸行事の記録 B5判　144ページ

─前史と白石150年の記録─
The story of Sapporo Shiroishi

〈白石ものがたり〉
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歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
先
住
民
族
で
あ

る
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
歴
史
を
抜
き
に
考
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
挨
拶
文
に
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
「
こ
の
点
を
重

視
し
て
い
る
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま

す
」
と
の
感
想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
見
え
る
化
に
も
挑
戦

　

本
書
で
は
、
文
字
だ
け
で
は
、
分
か
り

に
く
く
な
る
歴
史
の
見
え
る
化
に
も
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
「
戊
辰
戦
争
と
白
石
城
と
白
石
」
の
史

料
解
説
で
は
、
北
海
道
移
住
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
東
北
で
の
戊
辰
戦
争
に
つ
い

て
、
日
付
の
記
述
が
あ
る
史
料
と
文
献
を

時
系
列
に
整
理
し
、
白
石
城
（
片
倉
家
）

側
の
視
点
で
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
片
倉
家
元
家
臣
た
ち

が
北
海
道
に
渡
る
た
め
乗
船
し
た
「
咸か
ん

臨り
ん

丸ま
る

」
と
「
庚こ

う

午ご

丸ま
る

」
の
建
造
の
経
緯
や
運

行
記
録
を
収
録
す
る
と
と
も
に
、
両
船
の

航
路
図
を
作
成
し
て
、
多
難
な
航
海
を
浮

き
彫
り
に
す
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
業
を
営
み
、
技
術
士
（
上

下
水
道
部
門
）
と
一
級
建
築
士
の
資
格
を

持
つ
武
藤
さ
ん
は
、
開
拓
使
貫
属
団
移
住

の
村
づ
く
り
の
工
程
を
独
自
に
分
析
を
し

ま
し
た
。
最
初
の
住
居
と
な
る
小こ

屋や

掛が
け

は
、
4
期
に
分
け
て
施
工
さ
れ
た
こ
と
を

解
明
し
、
そ
の
建
設
順
、
区
画
さ
れ
た
土

地
の
位
置
や
形
状
を
現
在
の
航
空
写
真
に

重
ね
て
図
示
し
、
村
づ
く
り
の
過
程
を
つ

開
通
（
2
0
0
4
年
）、
白
石
区
複
合
庁

舎
の
竣
工
（
2
0
1
6
年
）
な
ど
の
供
用

開
始
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

区
民
の
郷
土
意
識
と
相
互
の
連
帯
意
識

を
高
め
、
白
石
区
を
「
人
情
味
あ
ふ
れ
る

素
晴
ら
し
い
ま
ち
」
に
し
よ
う
と
1
9
7
6

年
3
月
に
発
足
し
た
白
石
区
ふ
る
さ
と
会

の
活
動
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

巻
末
に
は
、
明
治
か
ら
令
和
に
か
け
て

の
年
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
白
石
も
の
が
た
り
3

  

ひ
と
・
ま
ち
・
く
ら
し
』 

地
域
に
眠
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

掘
り
起
こ
す
取
材
記
録

　
『
白
石
も
の
が
た
り
3　

ひ
と
・
ま

ち
・
く
ら
し
』
で
は
、
白
石
の
発
展
に
深

く
関
わ
っ
て
き
た
6
つ
の
物
語
を
通
じ

て
、
地
域
の
人
々
の
営
み
や
四
季
の
変
化

な
ど
に
焦
点
を
当
て
、
約
2
0
0
人
へ
の

取
材
を
通
し
て
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
8
8
0
年
代
に
白
石
で
レ
ン
ガ
を
製

造
し
た
鈴
木
煉
瓦
製
造
場
の
歴
史
や
、

1
9
2
6
年
に
白
石
村
を
通
る
3
本
目
の

ま
び
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
を
新
た
に
検
証
で
き

た
こ
と
に
つ
い
て
、
武
藤
さ
ん
は
「
白
石

区
に
と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
元
武
士

た
ち
が
多
数
移
住
し
て
き
た
中
で
文
書
を

残
す
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
、
移
住
地
が
開

拓
使
の
本
府
に
近
い
土
地
で
、
開
拓
使
で

の
記
録
が
豊
富
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
白
石
村
か
ら
宮
城
県
白
石
に
送
っ

た
書
簡
な
ど
も
大
量
に
保
存
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

『
白
石
も
の
が
た
り
2

  
目
で
見
る
歴
史
と
年
表
』 

豊
富
な
写
真
で
つ
づ
る

記
録
と
総
年
表

　
『
白
石
も
の
が
た
り
2　

目
で
見
る
歴
史

と
年
表
』
は
、
1
9
7
2
年
4
月
の
札
幌

市
政
令
指
定
都
市
移
行
に
伴
い
誕
生
し
た

白
石
区
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
、

時
系
列
に
、
テ
ー
マ
別
に
写
真
を
中
心
と

し
て
、
白
石
区
民
の
生
き
生
き
と
し
た
取

り
組
み
や
足
跡
を
拾
い
上
げ
て
い
ま
す
。

　

白
石
区
役
所
の
開
設
（
1
9
7
2
年
）

や
白
石
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
完
成

（
1
9
7
4
年
）、
地
下
鉄
東
西
線
白
石
～

厚
別
の
建
設
（
1
9
7
8
～
1
9
8
2

年
）、
札
幌
花
き
地
方
卸
売
市
場
の
開
設

（
1
9
8
1
年
）、
白
石
分
区
に
よ
る
厚
別

区
誕
生
（
1
9
8
9
年
）、
平
和
大
橋
の

上の誌面：�「歴史の見える化」として航路図を作成しています。
下の誌面：�最新の航空写真に白石村の小屋の並びを再現しています。
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図 11 地理院地図（電子国土web 2020 年ダウンロード）写真に
白石村の小屋並び（明治 6年 6月）を重ねて作成した図
白石番号 2020-R2-P-50

737269686564616057565352494845444140373633323098541

757471706766636259585554515047464342393835343129107632

19
18
17
16
15
14
13
12
11

20
21
22
23
24
25
26
27
28

■
１
８
７
９（
明
治
12
）年
の
白
石
村
の
家
並

─

⚑
⚘
⚗
⚓
（
明
治
⚖
）
年
よ
り
豊
平
川
筋
へ
の
分
村
移
住
が
始
ま
り
、
そ
の
新
地
を
新
白
石
村
と
呼
称
し
て

い
た
。

⚑
⚘
⚗
⚒
（
明
治
⚕
）
年
⚙
月
14
日
に
は
白
石
村
貫
属
（
元
北
海
道
開
拓
使
貫
属
）
の
身
分
が
解
か
れ
、
そ

れ
な
ら
ば
故
郷
に
戻
る
と
し
た
戸
主
と
家
族
、
ま
た
、
札
幌
や
そ
の
他
の
地
に
任
を
得
て
移
転
し
た
人
た
ち
、

上
白
石
村
に
移
転
決
意
し
た
戸
主
と
家
族
が
白
石
村
か
ら
抜
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
⚑
⚘
⚗
⚙
（
明
治
12
）

年
に
は
番
地
50
番
台
、
60
番
台
を
中
核
と
し
て
⚑
⚐
⚔
戸
中
の
31
戸
が
白
石
村
を
離
れ
一
帯
は
空
地
の
目
立
つ

家
並
み
と
な
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
後
に
幅
広
い
各
種
農
作
物
、
と
り
わ
け
稲
作
の
成
功
な
ど
村
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

田
畑
面
積
を
驚
異
的
に
拡
張
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
活
力
が
大
き
な
地
域
力
を
積
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
人
口
21
万

人
を
超
す
今
日
の
白
石
区
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
言
を
俟ま

た
な
い
。 258
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161

神
戸
大
坂

横
須
賀

横
須
賀

横
浜

品
川

東
京千
葉

白
石

山
形

寒
風
沢

寒
風
沢

仙
台

秋
田

宮
古

青
森

泉
沢
泉
沢

函
館
函
館

室
蘭
室
蘭

苫
小
牧

苫
小
牧

小
樽

石
狩
石
狩札
幌

岩
内
岩
内

新
潟

浦
賀
浦
賀

典
拠
資
料
番
号
一
覧

①
「
開
拓
使
公
文
録
六
」

②
「
開
拓
使
公
文
録
弐
」

③
「
開
拓
使
公
文
録
原
本
二
」

④
「
諸
省
府
県
往
復
弐
冊
之
内
｣

⑤
「
公
事
伺
届
四
冊
之
内
弐
」

⑥
「
函
館
往
復
壱
」

⑦
「
略
輯
旧
開
拓
使
会
計
書
類

第
四
号
第
五
百
四
十
八
冊
」

⑧
「
私
事
願
伺
届
六
ノ
内
四
」

⑨
「
部
類
抄
録
七
」

⑩
「
公
私
願
伺
届
」

⑪
「
公
事
伺
届
留
四
冊
之
内
三
」

⑫
「
樺
太
支
庁
簿
書
抄
録
十
九

民
事
之
部
明
治
五
年
壬
申
」

⑬
「
樺
太
支
庁
簿
書
抄
録
十
九
」

⑭
「
箱
館
往
復
弐
」

⑮
「
東
京
書
類
草
稿
」

⑯
「
部
類
抄
録
十
一
」

⑰
「
部
類
抄
録
四
」

⑱
「
札
幌
往
復
弐
冊
之
内
」

⑲
「
願
伺
届
書
第
六
号
」

⑳
「
当
使
東
京
詰
並
諸
官
省
往
復
」

㉑
「
部
類
抄
録
十
二
」

㉒
「
略
輯
旧
開
拓
使
会
計
書
類

第
四
号
第
三
百
六
十
三
冊
」

㉓
「
公
事
伺
届
留
四
冊
之
内
壱
」

㉔
「
私
事
願
伺
届
六
ノ
内
二
」

㉕
「
略
輯
旧
開
拓
使
会
計
書
類

第
五
号
第
三
百
三
冊
」

㉖
「
札
幌
往
復
第
二
号
」

㉗
「
北
海
道
産
物
会
所
御
用
留
」

㉘
「
略
輯
旧
開
拓
使
会
計
書
類

第
五
号
第
二
百
八
十
冊
」

㉙
「
抜
萃
書
類
従
明
治
二
年
至
同
七
年
」

㉚
「
国
史
編
輯
書
類
草
稿
弐
」

㉛
「
小
樽
往
復
四
番
」

㉜
「
札
幌
往
復
」

㉝
「
片
倉
小
十
郎
元
家
来
六
百
人
角
田
県
よ
り
輸
送
報
告
」

（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
）

咸
臨
丸
が
運
航
し
た
と
思
わ
れ
る
航
路

庚
午
丸
が
運
航
し
た
と
思
わ
れ
る
航
路

咸
臨
丸
と
庚
午
丸
が
⚑
月
か
ら
10
月
26
日
ま
で
運
航
し
た
と
思
わ
れ
る
航
路
図

函
館
ヘ
着
港
…
…
①

9
月

17
日

貫
属
３
９
８
人
を
乗
せ
小
Ḻ
へ
向
け
函
館
を
出
港
、

9
月

19
日

午
后
６
時
頃
方
位
失
い
破
船
(杉
浦
権
判
官
)…
…
①

函
館
を
午
后
１
時
頃
出
港
、６
時
頃
か
ら
風
雨
激
し
く

9
月

20
日

岩
間
に
乗
り
上
げ
る
(林
敬
三
郎
届
出
)…
…
①

函
館
を
午
後
２
時
出
港
、

9
月

20
日

午
后
７
時
頃
岩
間
に
乗
り
上
げ
る
(三
橋
喜
久
造
届
出
)…
…
①

泉
沢
沖
の
破
船
を
届
出
…
…
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰

9
月

21
日
貫
属
２
０
６
人
が
艀
で
本
船
に
乗
り
込
む
…
…
㉝

9
月

22
日
寒
風
沢
を
出
港
…
…
㉝

23
日
夜
か
ら
の
悪
風
で
24
日
昼
12
時
頃
難
破
水
没
す
る
…
…
⑱

9
月

24
日

(注：

咸
臨
丸
乗
船
者
は
泉
沢
村
ヘ
上
陸
し
下
宿
)①

咸
臨
丸
乗
船
者
を
函
館
港
で
引
き
取
る
…
…
⑫
⑬
⑭
⑱

9
月

25
日

(注：

咸
臨
丸
乗
船
者
は
本
陣
や
寺
院
等
ヘ
止
宿
)①

9
月

26
日
夜
７
時
函
館
に
入
港
…
…
㉝

9
月

27
日
函
館
に
入
港
…
…
①

引
き
揚
げ
作
業
及
び
救
援
物
資
に
つ
い
て
…
…
⑪
⑭
⑱
⑲

9
月

29
日
咸
臨
丸
乗
船
者
貫
属
３
９
８
人
を
併
せ
乗
せ
合
計
６
０
４
人
と
な
る
…
…
⑭
⑱

10
月

2
日
ボ
イ
ラ
ー
修
復
…
…
㉝

10
月

4
日
函
館
を
出
港
…
…
㉝

10
月

6
日
夕●

８●

字●

（
原
文
マ
マ
）

小
Ḻ
へ
入
港
。
上
陸
は
明
朝
と
な
る
…
…
㉛

『目で見る歴史と年表』では区民には懐かしい写真を
豊富に掲載しています。

ふるさと会発足の喜びを分かち合う人々

昭和49年に完成した白石音頭を披露
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1976

（上）�挨拶する長浜万蔵白石ふるさと
会初代会長　1976（昭和51）年

（下）�祝辞を述べる板垣武四札幌市
長

白石区役所蔵　
白石番号1976-S51-SKU-57
（4枚とも）

白
石
ふ
る
さ
と
会
発
足
（
昭
和
56
年
よ
り
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
）

1
9
7
6
（
昭
和
51
）
年
3
月
31
日
、「
白
石
ふ
る
さ
と
会
」
の
設

立
総
会
が
行
わ
れ
た
。
白
石
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く

な
っ
て
白
石
を
離
れ
て
も
、
我
が
ふ
る
さ
と
は
札
幌
の
白
石
だ
と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
の
た
め
に
、
白
石
を
人
情
味
溢
れ
る
街

に
し
た
い
。
当
時
の
大
人
た
ち
の
熱
き
思
い
が
各
連
合
町
内
会
や

町
内
会
、
各
種
企
業
団
体
、
そ
し
て
白
石
区
役
所
を
結
び
付
け
、

つ
い
に
包
括
的
な
団
体
「
白
石
ふ
る
さ
と
会
」
が
誕
生
し
た
。

1
9
7
6
（
昭
和
51
）
年  

1
月
27
日	

	

白
石
区
役
所
で
「
白
石
ふ
る
さ

と
会
」
設
立
準
備
会
が
開
催
さ

れ
る

3
月
31
日	

	

白
石
ふ
る
さ
と
会
の
設
立
総
会

が
白
石
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
初
代
会
長
に
長
浜
万
蔵
が

選
ば
れ
る

3
月

─	

平
和
通
小
学
校
が
開
校
す
る

5
月
7
日	

	

宮
城
県
白
石
市
か
ら
桜
の
苗
木

が
白
石
ふ
る
さ
と
会
に
贈
ら
れ

る

5
月
8
日	

	

月
寒
川
河
畔
で
白
石
区
長
は
じ

め
、
み
ど
り
の
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
婦
人
部
の
協
力
を
得
て
桜

苗
木
の
植
樹
を
行
う

5
月

─	
	

環
状
通
ロ
ー
ズ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
が

誕
生
す
る

6
月
10
日	

	

地
下
鉄
東
西
線
（
琴
似
─
白
石

間
）
が
開
通
す
る

7
月

─	
	

ふ
る
さ
と
会
機
関
紙
「
白
石
ふ

る
さ
と
」
創
刊
号
が
発
行
さ
れ

る

8
月
7
日	

	

第
1
回
白
石
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

が
白
石
区
役
所
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
る
（
8
月
8
日
ま
で
）

10
月
1
日	

月
寒
駅
が
廃
止
さ
れ
る

24



特集　白石命名から150年　郷土の歴史を伝える 『白石ものがたり』が完成　白石区ふるさと会5

鉄
路
、
北
海
道
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
東

札
幌
、
月つ
き

寒さ
む

、
大お

お

谷や

地ち

、
上か

み

野の
っ

幌ぽ
ろ

の
4
駅

が
村
内
に
開
業
し
て
物
流
が
向
上
し
、
多

く
の
工
場
が
立
地
し
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
で
は
、「
将
来
、
狸
小
路
の
よ

う
な
繁
華
街
に
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
1
9
5
5
年
ご
ろ
に
畑
の
中
に
造
ら

れ
た
本
郷
商
店
街
を
は
じ
め
、
白
石
区
内

の
各
地
区
の
商
店
街
の
成
り
立
ち
や
現
在

の
商
店
街
を
支
え
る
人
々
の
姿
を
生
き
生

き
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
は
、
入
植
後
、
百
日
余
り

の
1
8
7
2
年
3
月
に
「
善ぜ
ん

俗ぞ
く

堂ど
う

」
が
開

設
さ
れ
、
1
8
8
1
年
4
月
の
学
制
改
革

で
「
公
立
白
石
学
校
」
と
な
り
、
現
在
の

白
石
小
学
校
に
継
承
さ
れ
た
と
い
う
変
遷

を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
教
育
に
力
を
入

れ
る
地
域
性
を
表
す
事
例
と
し
て
、

1
9
7
0
年
に
始
ま
り
、
50
年
を
超
え
て

続
く
「
白
石
区
中
学
生
の
主
張
発
表
会
」

の
歴
代
参
加
者
の
感
想
や
、
地
元
の
企
業

や
施
設
で
小
中
学
生
が
就
労
体
験
す
る

「
白
石
で
っ
ち
奉
公
」
の
様
子
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
J
R
千
歳
線
と
函
館
本
線
の
分

岐
部
に
設
け
ら
れ
た
札
幌
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
を
中
核
に
、
高
速
道
路
な
ど
交
通
ア

ク
セ
ス
に
優
れ
た
流
通
セ
ン
タ
ー
地
区

（
大
谷
地
流
通
業
務
団
地
）
の
物
流
拠
点

と
し
て
の
位
置
付
け
や
将
来
展
望
に
つ
い

て
、
団
地
内
企
業
を
取
材
し
詳
細
に
そ
の

機
能
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

『
白
石
も
の
が
た
り
4

  

諸
行
事
の
記
録
』
は 

札
幌
白
石
2
0
2
1

年
事
業

の
全
記
録

　
『
白
石
も
の
が
た
り
4　

諸
行
事
の
記

録
』
は
、
札
幌
白
石
2
0
2
1
年
事
業
の

4
年
弱
の
活
動
内
容
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
1
年
延
期
さ
れ
て
の
2
0
2
1
年
12

月
に
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
開
か
れ
た

記
念
式
典
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
て
い
ま

す
。
秋
元
克
広
札
幌
市
長
の
あ
い
さ
つ
や

札
幌
ア
イ
ヌ
協
会
の
阿
部
一
司
会
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家

の
保
阪
正
康
さ
ん
の
記
念
講
演
な
ど
を
収

録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
石
城
主
片
倉
家
の
縁
か
ら
、

宮
城
県
白
石
市
と
の
交
流
を
長
く
続
け
、

白
石
市
の
片
倉
鉄
砲
隊
に
白
石
区
民
有
志

が
2
0
1
4
年
に
入
隊
し
、
2
0
1
6
年

か
ら
は
分
隊
の
「
さ
っ
ぽ
ろ
白
石
片
倉
鉄

砲
隊
」
と
し
て
、
古こ

式し
き

銃じ
ゅ
う

発は
っ

砲ぽ
う

演え
ん

武ぶ

を

「
白
石
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
披
露
し

て
い
る
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
か
ら
会
の
新
た
な
事
業
と

し
て
始
め
た
小
中
学
生
の
作
文
や
詩
、
絵

画
な
ど
の
創
作
活
動
を
発
表
す
る
冊
子

「
児
童
・
生
徒
創
作
広
場
白
石
テ
ラ
ス

『
な
な
か
ま
ど
』」
の
創
刊
号
も
合
冊
さ
れ

て
い
ま
す
。

札
幌
白
石
2
0
0

年

へ
の
布
石
に

　

今
回
の
記
録
誌
は
、
1
0
0
0
冊
を
発

刊
し
、
白
石
区
内
な
ど
の
関
係
機
関
だ
け

で
な
く
、
道
内
全
1
7
9
市
町
村
に
も
各

2
冊
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
め
た
一

次
史
料
に
つ
い
て
は
、
50
年
後
の
白
石
命

名
2
0
0
年
に
向
け
た
基
礎
資
料
、
つ
ま

り
地
域
の
財
産
と
し
て
引
き
継
が
れ
る
こ

と
を
念
頭
に
、
検
索
し
や
す
い
独
自
の
白

石
番
号
を
割
り
当
て
た
誌
面
デ
ー
タ
、
電

子
デ
ー
タ
で
保
存
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
の
活
動
に

つ
い
て
、
武
藤
会
長
は
、「
さ
っ
ぽ
ろ
白

石
片
倉
鉄
砲
隊
に
あ
っ
て
は
、
札
幌
市
の

無
形
文
化
財
指
定
を
も
ら
え
る
よ
う
活
動

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
全
道
各
地

の
引
き
合
い
に
対
応
可
能
な
迫
力
あ
る
演

武
を
披
露
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
な

ど
、
よ
り
広
域
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

山
中
部
会
長
は
「『
な
な
か
ま
ど
』
に
つ

い
て
、
年
1
回
以
上
、
末
長
く
発
行
が
続

け
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
乞
い
願
っ
て
い
ま

す
」
と
、
今
後
も
学
校
の
協
力
を
得
な
が

ら
継
続
す
る
こ
と
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先  

白
石
ふ
る
さ
と
会
事
務
局
�

（
白
石
区
市
民
部
総
務
企
画
課
）

札
幌
市
白
石
区
南
郷
通
1
丁
目
南
8
─1 

白
石
区
複
合
庁
舎
4
階

☎

0
1
1
─
8
6
1
─
2
4
0
5

『諸行事の記録』に掲載された白石区ふるさとまつりで
披露された地元組織・片倉鉄砲隊の演武の誌面。

17

特徴的な「諸折放ち」の形

朔杖を使って火薬を押し込める板垣隊長

演武のフィナーレは「三段射法」で豪快に締めくくった

白石区ふるさと会の武藤会長と隊員たち

16

基本となる立射の「立ち放ち」の形

両膝をついて構える「中放ち」の形

片膝を地面について構える「ひざ放ち」の形

白
石
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
た
演
武

発
砲
演
武
は
、
川
下
公
園
の
野
球
場
で
⚒
日
間
に
わ
た
っ
て
披
露
さ
れ
た
。

⚑
回
約
30
分
と
な
る
演
武
の
内
容
は
、「
立
ち
放
ち
」の
礼
砲
を
皮
切
り
に
、「
ひ

ざ
放
ち
」や「
中
放
ち
」「
諸
折
放
ち
」を
次
々
と
形
を
変
え
な
が
ら
行
い
、フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
各
隊
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
連
続
射
撃
を
行
う
「
三
段
射
法
」
を

披
露
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。

射
撃
の
合
間
に
は
、遠
藤
目
付
が
マ
イ
ク
を
使
っ
て
火
縄
銃
の
仕
組
み
や「
不

易
流
」
の
形
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
室
町
時
代
の
⚑
⚕
⚔
⚓
（
天

文
12
）
年
に
種
子
島
へ
鉄
砲
が
伝
来
し
た
際
、
同
時
に
銃
身
の
後
端
に
頑
丈
な

薬
室
を
形
成
す
る
尾び

栓せ
ん

と
呼
ば
れ
る
ネ
ジ
の
技
術
が
伝
わ
っ
た
と
い
う
、
歴
史

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
興
味
を
惹
か
れ
る
逸
話
も
披
露
さ
れ
た
。

実
物
の
黒
色
火
薬
を
先
込
め
し
て
放
つ
た
め
、
実
弾
を
つ
め
な
い
空
砲
な
が

ら
も
そ
の
銃
声
は
迫
力
満
点
で
、
広
い
野
球
場
に
轟
音
が
鳴
り
響
く
た
び
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

片
倉
鉄
砲
隊
（
白
石
市
・
白
石
区
混
成
隊
）
は
、
例
年
、
札
幌
の
「
白
石
区

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」、
宮
城
県
白
石
市
の
「
春
ま
つ
り
」
と
秋
の
「
鬼
小
十
郎
ま

つ
り
」、
⚕
月
の
仙
台
「
青
葉
ま
つ
り
」
の
計
⚔
回
発
砲
演
武
を
行
っ
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
⚒
⚐
⚒
⚐
年
、
⚒
⚐
⚒
⚑
年
は
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
よ
り
演
武
を

披
露
で
き
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
隊
員
を
白
石
市
・
白
石
区

か
ら
相
互
に
派
遣
す
る
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
今
後
も
協
力
し
て
取
り
組

む
中
で
都
市
間
交
流
と
伝
統
文
化
の
継
承
を
進
め
て
い
る
。

『ひと・まち・くらし』では白石が物流拠点として
成長したエピソードなどを紹介しています。

し
て
い
た
が
、
現
在
は
北
海
道
を
代
表
す
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
会
社
で
あ
る

松
岡
満
運
輸
株
式
会
社
と
札
幌
通
運
株
式
会
社
の
⚒
社
が
主
に
利
用
し
て

い
る
。
供
用
し
て
い
る
⚔
棟
の
荷
扱
場
の
う
ち
⚓
棟
を
松
岡
満
運
輸
株
式

会
社
、
⚑
棟
を
札
幌
通
運
株
式
会
社
が
利
用
し
て
い
る
。

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
苫
小
牧
か
ら
出
発
し
た
ト
レ
ー

ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
最
初
の
受
け
入
れ
口
と
な
っ
て
お
り
、
バ
ー
ス
に
接
続

す
る
荷
台
の
ほ
と
ん
ど
が
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や
フ
ェ
リ
ー
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た

ト
レ
ー
ラ
ー
だ
。「
市
内
配
達
は
別
で
す
が
、
北
海
道
で
は
運
行
車
は
ト

レ
ー
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
が
主
流
で
す
。
本
州
は
地
続
き
の
た
め
運
転
席
と
荷

台
が
一
体
化
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
多
い
の
で
、
同
業
者
の
施
設
を
見
る
と
違

う
風
景
に
見
え
る
ほ
ど
で
す
」
と
高
橋
社
長
は
言
う
。

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
北
海
道
唯
一
の
公
共
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
、
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
の
中
核
施
設
と
し
て
⚑
⚙
⚗
⚐
（
昭

和
45
）
年
11
月
、
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
（
現
日
本
政
策
投
資
銀
行
）、
札

幌
市
、
北
海
道
、
各
金
融
機
関
、
運
輸
会
社
等
の
出
資
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

⚑
⚙
⚗
⚑
（
昭
和
46
）
年
に
Ａ
棟
、
Ｂ

棟
、
管
理
棟
を
整
備
し
、
⚑
⚙
⚗
⚒
（
昭

和
47
）
年
11
月
に
Ｃ
棟
、
⚑
⚙
⚗
⚓
（
昭

和
48
）
年
10
月
に
Ｄ
棟
を
整
備
し
た
。
施

設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
再
開
発
に

着
手
し
、
⚒
⚐
⚑
⚓
（
平
成
25
）
年
11
月

に
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
Ｅ
棟
、
⚒
⚐
⚑
⚖
（
平

成
28
）
年
⚒
月
に
新
Ｄ
棟
を
完
成
さ
せ
た
。
213

高橋隆敏社長
2020 年 1 月撮影

ホームに接続したトラック車輌 2020 年 1 月撮影

深夜に及ぶ仕分け作業
2020 年 1 月撮影
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北
海
道
の

天
然
記
念
物

国
内
2
体
目
の
首
長
竜
、全
身
骨
格
化
石

穂
別
博
物
館
で

体
長
8
㍍
の
復
元
模
型
を
展
示

む
か
わ
町

　
海
に
面
し
た
鵡む

川か
わ

町
と
山
に
囲
ま
れ
た
穂
別
町
が
2
0
0
6
年
3
月
に
合
併
し
、

誕
生
し
ま
し
た
。「
鵡
川
し
し
ゃ
も
」
を
は
じ
め
と
す
る
海
産
物
、「
穂
別
メ
ロ
ン
」

「
む
か
わ
和
牛
」
な
ど
の
農
畜
産
物
も
豊
富
で
す
。

　

首
長
竜
の
ホ
ベ
ツ
ア
ラ
キ
リ
ュ
ウ
化
石
は
1
9
7
5
年
6

月
、
化
石
愛
好
家
の
故
・
荒
木
新
太
郎
さ
ん
が
、
旧
穂ほ

別べ
つ

町

（
現
・
む
か
わ
町
穂
別
）
長お
さ

和わ

地
区
で
発
見
し
た
も
の
で
す
。

以
来
、
ホ
ベ
ツ
ア
ラ
キ
リ
ュ
ウ
は
「
ホ
ッ
ピ
ー
」
の
愛
称
で
町

民
に
親
し
ま
れ
、
む
か
わ
町
穂
別
博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
は
全
長
8
㍍
の
全
身
骨
格
復
元
模
型
が
来
館
者
を
迎

え
て
い
ま
す
。

化
石
発
見
で
博
物
館
建
設
が
決
ま
る

　

荒
木
さ
ん
が
見
つ
け
た
化
石
は
、
首
長
竜
の
ヒ
レ
で
あ
る
こ
と

が
2
年
後
の
1
9
7
7

年
2
月
、
国
立
科
学
博

物
館
研
究
員
の
指
摘
で

判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
住
民
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
発
掘

調
査
団
が
、
発
見
場
所

の
周
辺
で
大
掛
か
り
な

発
掘
作
業
を
行
い
、
全

身
骨
格
の
約
半
分
に
当

た
る
4
4
0
点
の
化
石

を
採
集
し
ま
し
た
。

　

化
石
標
本
は
3
年
半

を
か
け
て
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
さ
れ
、
頭
や
首
、
尾
を
除
い
た
胴

体
の
大
部
分
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

首
長
竜
の
ま
と
ま
っ
た
骨
格
と
し
て

は
、
1
9
6
8
年
の
福
島
県
で
見
つ

か
っ
た
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
以
来
、

国
内
2
例
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
発
見
者
の
荒
木
さ
ん
の
強

い
希
望
も
あ
っ
て
、
町
は
化
石
を

展
示
・
保
存
で
き
る
施
設
と
し
て

町
立
博
物
館
の
建
設
を
決
定
し
、

1
9
8
2
年
の
開
館
に
合
わ
せ
、

北
海
道
で
は
初
と
な
る
首
長
竜
の

全
身
骨
格
を
F
R
P
（
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
で
復
元
し
た
模

型
も
製
作
し
ま
し
た
。

　

開
館
か
ら
10
年
を
迎
え
た
1
9
9
2
年
に
は
博
物
館
の
展
示

を
刷
新
し
、
土
器
や
郷
土
資
料
な
ど
は
置
か
な
い
、
化
石
専
門

の
博
物
館
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
、
年
間
の
来
館
者
は
最
高

と
な
る
3
万
5
0
0
0
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

穂
別
博
物
館
館
長
の
櫻
井
和
彦
さ
ん
は
「
こ
こ
に
博
物
館
が

あ
る
こ
と
で
、
化
石
が
町
外
に
流
出
せ
ず
に
集
ま
っ
て
き
ま

す
」
と
話
し
、
収
蔵
庫
に
数
千
点
の
実
物
化
石
を
保
管
し
、
毎

日
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
9
月
27
日
、
ホ
ベ
ツ
ア
ラ
キ
リ
ュ
ウ
化
石
は
道
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
化
石
で
は
1
9
8
4
年
の
タ

キ
カ
ワ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
化
石
標
本
以
来
2
番
目
の
指
定
で
、
化
石
そ

の
も
の
の
学
術
的
価
値
と
と
も
に
、「
ホ
ッ
ピ
ー
」
を
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
高
い
評
価
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

カ
ム
イ
サ
ウ
ル
ス
は
じ
め
貴
重
な
化
石
が
続
々
と

　

ホ
ベ
ツ
ア
ラ
キ
リ
ュ
ウ
は
、
白
亜
紀
後
期
に
当
た
る
約

8
3
0
0
万
〜
8
1
0
0
万
年
前
の
海
に
生
息
し
て
い
た
エ
ラ
ス

モ
サ
ウ
ル
ス
科
の
首
長
竜
で
す
。
む
か
わ
町
穂
別
で
は
ほ
か
に

も
、
た
く
さ
ん
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
、
海
生
爬は

虫ち
ゅ
う

類る
い

の
モ
サ
サ

ウ
ル
ス
、
大
型
の
ウ
ミ
ガ
メ
、
イ
ル
カ
の
祖
先
な
ど
の
貴
重
な
化

石
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
山
あ
い
の
町
、

穂
別
が
か
つ
て
海
の
底
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

む
か
わ
町
最
大
の
発
見
と
言
わ
れ
る
の
が
、
2
0
0
3
年
に
採

集
さ
れ
た
植
物
食
恐
竜
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
科
の
カ
ム
イ
サ
ウ
ル

ス
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ク
ス
（
通
称
・
む
か
わ
竜
）
の
化
石
で
す
。
恐
竜

の
全
身
骨
格
化
石
と
し
て
は
国
内
最
大
の
も
の
で
、
全
身
を
構
成

す
る
骨
の
数
で
約
6
割
、
体
積
で
約
8
割
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
だ
っ
た
頃
の
地
層
か
ら
、
陸
上
で
生
息
し
て
い
た
む
か
わ
竜

の
化
石
が
ま
と
ま
っ
て
出
て
き
た
の
は
、
死
後
間
も
な
く
海
底
に

沈
ん
だ
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
穂
別
博
物
館
は
「
陸
の

恐
竜
と
海
の
生
物
の
化
石
が
両
方
見
ら
れ
る
珍
し
い
博
物
館
に

な
り
ま
し
た
。
化
石
か
ら
こ
の
地
域
の
成
り
立
ち
と
、
生
命
の
移

り
変
わ
り
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
櫻
井
館
長
は
言
い
ま
す
。

　

む
か
わ
町
は
、
化
石
を
中
心
に
展
示
し
、
多
く
の
来
館
者
を

集
め
て
き
た
穂
別
博
物
館
を
さ
ら

に
磨
き
上
げ
よ
う
と
、
博
物
館
の

新
館
を
建
設
し
、
む
か
わ
竜
の
全

身
骨
格
復
元
模
型
と
と
も
に
、
同

時
代
に
生
息
し
て
い
た
肉
食
恐
竜

の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
全
長
12
㍍

に
及
ぶ
骨
格
レ
プ
リ
カ
を
展
示
す

る
計
画
を
持
っ
て
い
ま
す
。

むかわ町

⑤

博物館のエントランスホールに展示されている
ホベツアラキリュウの全身骨格（左）と
むかわ竜の実物大レリーフ（右）

ホベツアラキリュウの左
ひだり

後
うしろ

足
あし

の実物

ホ
ベ
ツ
ア
ラ
キ
リ
ュ
ウ

化
石
〔
む
か
わ
町
〕

（
文
と
写
真
・
片
山
健
一
　
取
材
日
2
0
2
2
年
3
月
4
日
）

化石のクリーニング作業

雪の中から顔を出す古代生物オブ
ジェ。町の至る所に設置されている

道内における主な恐竜・化石展示施設の一覧地図（道庁のHPより）
　北海道は「恐竜・化石大陸ほっかいどう」をキャッチフレーズに、道内発掘の
恐竜・化石をPRし、地域活性化の取り組みを推進する活動を展開しています。
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本
書
は
、
福
岡
県
在
住
の
プ
ー
ル
ス
ト
ラ
愛
さ
ん
が
、

日
常
の
自
然
の
中
に
あ
る
四
季
の
移
ろ
い
を
、
花
や
動
植

物
の
絵
と
文
章
で
織
り
な
し
た
画
文
集
で
す
。
月
ご
と
に

区
切
ら
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
構
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
季

節
に
合
わ
せ
た
景
色
、
植
物
、
動
物
の
美
し
い
水
彩
画

と
、
自
然
の
中
で
感
じ
た
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
綴
っ

た
こ
と
ば
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　『
四
季
の
き
せ
き
』
の
「
き
せ
き
」
と
い
う
言
葉
に

は
、「
軌
跡
」
と
「
奇
跡
」
の
両
方
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
何

気
な
い
四
季
の
変
化
は
当
た
り
前
の
よ
う
で
、
実
は
小
さ

な
奇
跡
の
連
続
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
、
と
深
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
自
然
と
と
も
に
あ
る
喜
び
を
多
く
の
人
と
分
か
ち
合

い
た
い
」
と
語
る
著
者
が
、
自
然
の
中
で
感
じ
た
四
季
の

「
き
せ
き
」
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　
こ
の
本
を
読
む
こ
と
で
優
し
く
癒
さ
れ
る
こ
と
は
勿

論
、
皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
も
花
や
動
植
物
た
ち

の
変
化
に
気
づ
け
る
よ
う
、
ふ
と
足
を
止
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
技
術
広
報
部
　
石
田
萌
子
）

　
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
が
2
0
2
1
年
7
月

27
日
に
世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
書
で
は
縄
文
文
化
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
縄

文
土
器
や
遺
構
に
つ
い
て
、
解
説
付
き
で
楽
し
く
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
る
で
写
真
集
の
よ
う
に
出
土
品
の
写

真
が
誌
面
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
さ
な
石

器
や
縄
文
土
器
の
模
様
等
が
博
物
館
で
見
る
よ
り
も
、

は
っ
き
り
と
細
部
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
出
土
品
の
用
途
と
と
も
に
縄
文
人
の
文

化
・
風
習
が
丁
寧
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
現
地
の
研
究
員

が
わ
ず
か
な
出
土
品
か
ら
様
々
な
こ
と
を
読
み
取
る
過
程

が
大
変
興
味
深
く
、
想
像
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
こ
の
分
野
を
研
究
さ
れ
て
い
る
大
学
教
授
に
お
会

い
し
た
際
、「
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
終
わ
り
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
地
域
の
人
に
認
知
し
て
も
ら
っ
て
、
根
付

か
せ
て
い
く
こ
と
が
本
当
に
重
要
な
こ
と
」
と
話
さ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
回
の
縄
文
文
化
ブ
ー
ム
を

一
過
性
に
せ
ず
、
本
書
を
手
に
取
っ
て
学
び
、
奥
深
い
縄

文
世
界
の
浪
漫
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
北
海
道
営
業
部
　
土
田
和
史
）

　
北
海
道
の
北
東
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
連
な
る
島
々
で

あ
る
歯は
ぼ

舞ま
い

群ぐ
ん

島と
う

、
色し
こ

丹た
ん

島と
う

、
国く
な

後し
り

島と
う

、
択え
と

捉ろ
ふ

島と
う

を
総
称
し

て
「
北
方
領
土
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
島
に
は
領
土
問
題
が
あ
り
ま
す
。
第
二
次
世

界
大
戦
末
期
に
ソ
連
が
日
ソ
中
立
条
約
に
違
反
し
て
対
日

参
戦
し
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
後
、
北
方

領
土
に
侵
攻
し
現
在
ま
で
ロ
シ
ア
が
法
的
根
拠
な
く
占
拠

し
て
い
ま
す
。
戦
後
、
日
ロ
間
で
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
2
0
1
2
年
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
政
権

の
2
8
0
0
日
に
及
ぶ
、
日
ロ
交
渉
を
追
っ
た
渾
身
の
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
す
。
2
島
先
行
返
還
へ
の
方
針
転
換
の

経
緯
、
日
本
政
府
の
思
惑
や
駆
け
引
き
な
ど
も
詳
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
27
回
の
首
脳
会
談
に

よ
り
、
日
ロ
間
の
歩
み
寄
り
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
返

還
さ
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
制
裁
を

発
動
し
た
日
本
に
対
し
、
ロ
シ
ア
は
日
ロ
平
和
条
約
交
渉

の
中
断
を
宣
言
し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
必
読
書
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

�

（
M
a
c 

部
　
木
村
一
希
）

北
海
道
の
縄
文
文
化
　

こ
こ
ろ
と
暮
ら
し�

978-4-906740-50-5

「
北
海
道
の
縄
文
文
化
　
こ
こ
ろ
と
暮
ら
し
」
刊
行
会
　
編
著
　

B
5
変
型
判
　
3
0
0
頁
　
3
9
6
0
円

亜
璃
西
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

消
え
た
「
四
島
返
還
」

安
倍
政
権
　
日
ロ
交
渉
2
8
0
0
日
を
追
う

�
978-4-86721-038-3

北
海
道
新
聞
社
　
編
　
　
A
5
判
　
3
1
2
頁
　
1
9
8
0
円

北
海
道
新
聞
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
4
4

画
文
集 

四
季
の
き
せ
き

�
978-4-87739-363-2

プ
ー
ル
ス
ト
ラ
愛
　
著
　
　

B
5
変
型
判
　
1
3
2
頁
　
2
2
0
0
円

共
同
文
化
社
　
発
行
　☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

:

共同文化社

四季のきせき
画文集

［画・文］プールストラ 愛

消

え

た

四
島

返
還

安
倍
政
権

　日
ロ
交
渉
2
8
0
0
日
を
追
う

北海道新聞社編

北海道新聞社



新 

刊 

情 

報

書
名
の
下
の
数
字
は
日
本
図
書
コ
ー
ド（
I
S
B
N
）
及
び
雑
誌
コ
ー
ド
。
特
記
以
外
は
税
込
価
格
。

お
近
く
の
書
店
に
な
い
場
合
は
発
行
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
uarterly

北
海
道
の
印
刷
出
版
文
化
情
報
誌
［
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
］
第
13
号（
通
巻
3
5
9
号
）　
2
0
2
2
年
4
月
15
日
発
行
　
編
集
■
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
編
集
委
員
会
　
発
行
■
株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
ド
　
〒
060-

0033�

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
5
丁
目
5
番
地
91
　☎

0
1
1
・
2
4
1
・
9
3
4
1

※季刊アイワードのバックナンバーを
　弊社ホームページよりご覧いただけます。
URL https://iword.co.jp

�

G
E
M
木
版
画
会 

会
員　

札
幌
市
在
住

表 紙
の
ことば

雄お

冬ふ
ゆ
の
群く

来き

櫻
井　

守

木
版
画　

35
㌢
×
48
㌢

　

早
春
の
こ
ろ
海
水
が
乳
白
色
に
染
ま
る
。
産
卵

の
た
め
ニ
シ
ン
が
沿
岸
に
寄
せ
て
く
る
群
来
で
あ

る
。
北
海
道
の
ニ
シ
ン
は
江
戸
時
代
か
ら
魚
粕

（
肥
料
）
と
し
て
本
州
の
菜
種
や
綿
花
の
栽
培
を

支
え
て
き
た
が
、
明
治
末
頃
を
ピ
ー
ク
に
昭
和
30

年
代
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
近
年
、
石
狩
湾
各
地

で
群
来
の
復
活
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
本
格
的

な
資
源
回
復
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

雄
冬
は
国
道
の
通
年
供
用
が
可
能
と
な
っ
た
30

年
前
ま
で
は
、
増ま

し

毛け

か
ら
の
連
絡
船
が
主
要
な
交

通
手
段
で
あ
り
、
知
床
と
並
ん
で
最
後
の
秘
境
と

い
わ
れ
た
集
落
で
あ
る
。

お
隣
は
外
国
人　
北
海
道
で
働
く
、
暮
ら
す

�
978-4-86721-047-5

「
お
隣
は
外
国
人
」
編
集
委
員
会　

編

A
5
判　

1
4
4
頁�

1
5
4
0
円

新
装
版　

北
海
道
廃
止
ロ
ー
カ
ル
線
写
真
集　
追
憶
の
鉄
路

�
978-4-86721-048-2

工
藤　

裕
之　

著

A
5
判　

4
1
6
頁�
2
7
5
0
円

北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
2
2

�
978-4-86721-056-7

北
海
道
新
聞
社　

編

A
4
判　

1
2
0
頁�

1
4
3
0
円

報
道
写
真
集　

ス
マ
イ
ル
！　
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
日
本
代
表

�
978-4-86721-059-8

北
海
道
新
聞
社　

編

A
4
判　

48
頁�

1
1
0
0
円

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
2
2

�
978-4-86721-057-4

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ　

編

A
4
判　

1
2
0
頁�

1
1
0
0
円

北
海
道
発 

O
n
l
y  

O
n
e
の
家
づ
く
り�

v
o
l
・
17　
新
築
＆
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

�
978-4-86721-058-1

北
海
道
新
聞
社
営
業
局　

編

A
4
判　

2
1
4
頁�

1
4
3
0
円

カ
ム
イ
の
生
命　
鼓
動
す
る
野
生

�
978-4-86721-055-0

山
本　

純
一　

著

A
4
判　

96
頁�

3
3
0
0
円

道
新
プ
ラ
ス　

北
海
道
の
病
院 

2
0
2
2�

16747-03

北
海
道
新
聞
社　

編

B
5
判　

3
0
6
頁�

8
8
0
円

─
─
─
北
海
道
新
聞
社

060─

8711�

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3─

6

☎

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
4
4

北
海
道
樹
木
図
譜

�
978-4-8329-8236-9

斎
藤　

新
一
郎　

著

B
5
判　

6
9
4
頁�

2
2
0
0
0
円

非
営
利
法
人
制
度
改
革
の
研
究

新
・
政
策
の
窓
モ
デ
ル
に
よ
る
実
証
分
析

�
978-4-8329-6879-0

小
島　

廣
光
・
平
本　

健
太　

著

A
5
判　

4
9
0
頁�

9
3
5
0
円

新
版　
捷
水
路�

978-4-8329-8237-6

山
口　

甲
・
品
川　

守　

著

A
4
判　

3
5
8
頁�

1
6
5
0
0
円

北
海
道
天
然
痘
流
行
対
策
史

ア
イ
ヌ
民
族
と
安
政
年
間
の
種
痘
を
中
心
に

�
978-4-8329-6878-3

永
野　

正
宏　

著

A
5
判　

2
8
0
頁�

5
9
4
0
円

交
差
す
る
日
台
戦
後
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
史
�

978-4-8329-3414-6

押
野　

武
志
・
𠮷
田　

司
雄
・
陳　

國
偉
・

涂　

銘
宏　

編
著

四
六
判　

3
6
0
頁�

3
3
0
0
円

─
─
─
北
海
道
大
学
出
版
会

060─

0809�

札
幌
市
北
区
北
9
条
西
8
丁
目

☎

0
1
1
・
7
4
7
・
2
3
0
8

22─

23　
北
海
道
キ
ャ
ン
プ
場
ガ
イ
ド

�
978-4-906740-51-2

亜
璃
西
社　

編
著

四
六
判　

3
5
2
頁�

1
4
3
0
円

─
─
─
亜
璃
西
社

060─

8637�

札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
5
丁
目

☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

介
護
員
詩
誌　
悩
み
人
解
説

�
978-4-89115-407-3

北
岡　

け
ん
い
ち　

著

四
六
判　

2
8
7
頁�

1
1
0
0
円

社
会
人
と
し
て
学
ん
で
ほ
し
い

中
間
管
理
職
の
「
下
座
学
」

�
978-4-89115-409-7

石
塚　

正
宏　

著

四
六
判　

1
5
1
頁�

1
3
2
0
円

増
補
改
訂
版　

続
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
・
北
海
道
の
民
衆
史

人
権
回
復
を
目
指
し
た
碑
を
訪
ね
る�

978-4-89115-408-0

杉
山　

四
郎　

著

A
5
判　

2
1
3
頁�

1
6
5
0
円

─
─
─
中
西
出
版

007─

0823�

札
幌
市
東
区
東
雁
来
3
条
1
丁
目
1─

34

☎

0
1
1
・
7
8
5
・
0
7
3
7

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
謎
を
解
く

〈
彼
ら
〉は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か

三
浦　

幸
司　

著�
978-4-909281-41-8

四
六
判　

1
8
4
頁�

1
9
8
0
円

─
─
─
寿
郎
社

060─

0807�

札
幌
市
北
区
北
7
条
西
2
丁
目

☎

0
1
1
・
7
0
8
・
8
5
6
5

三
浦
綾
子
論　
そ
の
現
代
的
意
義

�
978-4-434-30154-4

小
田
島　

本
有　

著

四
六
判　

2
9
4
頁�

1
9
8
0
円

─
─
─
柏
艪
舎

060─

0002�

札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西
3
丁
目

☎

0
1
1
・
2
1
9
・
1
2
1
1

石
狩
川
を
見
に
い
っ
て�

978-4-8328-2203-0

松
田　

扶
美　

著

A
5
判　

1
2
7
頁�

1
7
6
0
円

十
勝
の
ア
イ
ヌ
民
族�

978-4-8328-2201-6

そ
の
歴
史
的
経
緯
を
「
市
町
村
史
」
な
ど
に
よ
り
探
る

加
藤　

公
夫　

編

四
六
判　

4
7
9
頁�

3
5
2
0
円

─
─
─
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

001─

0018�

札
幌
市
北
区
北
18
条
西
6
丁
目
2─

47

☎

0
1
1
・
7
3
7
・
1
7
5
5

北
海
道
の
児
童
文
学
・
文
化
史

�
978-4-87739-362-5

日
本
児
童
文
学
学
会
北
海
道
支
部　

編
著

A
5
判　

4
9
6
頁�

3
8
5
0
円

爪
句
＠
今
日
の
一
枚 

─ 

2
0
2
1�

北
海
道
豆
本
シ
リ
ー
ズ
50�

978-4-87739-365-6

青
木　

曲
直　

著

1
0
0
㍉
×
74
㍉　

2
3
2
頁�

5
0
0
円

無
学
日
記

�
978-4-87739-364-9

池
田　

福
重　

著
／
喜
山　

康
三
・
安
渓　

遊
地
・
岩
下　

明
裕　

著
作
代
行

B
5
判　

1
3
2
頁�

2
2
0
0
円

画
文
集　
四
季
の
き
せ
き

�
978-4-87739-363-2

プ
ー
ル
ス
ト
ラ
愛　

著

B
5
変
型
版　

1
3
2
頁�

2
2
0
0
円

旅
人
類　
V
o
l
・
8

�
978-4-87739-367-0

吉
田　

類　

編

B
5
判　

1
4
4
頁�

1
1
0
0
円

─
─
─
共
同
文
化
社

060─

0033�

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
5
丁
目

☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8


